


開開での小木曽法主による洒水

法
然
上
人
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八
百
年
の
町
空
を
超
え
て
ギ
法
然
き
ま
の
教
え
が
脈
々
！と
伝
わ
な
！

【第

一
日
】
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ま に ま ら 諸 侶 堂 貌 管 伝 う 釈 打

戎
を
お
き
め
て
、

今
日
か
ら
新
し
い
生
活

に
入
り
ま
し
ょ
う
。

ち
鳴
ら
さ
れ
、

午
前
八
時
三
十
分

迦
堂
前
の
廊
下
を
行
道
し
て
御
影

。
殿
鐘
が
撞
か
れ
、

大
衆
が
大
殿

戒
師
を
務
め
ら
れ
る
浄
土
宗
西
山

長
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺
法
主
小

下
を
宗
務
総
長
鬼
頭
誠
英
師
が
引

、
着
座
。

い
よ
い
よ
授
戒
会
が
始

・
三
宝
礼

・
四
奉
請
と
節
つ
き
で

佛
を
お
迎
え
し
心
経

・
洒
水
で
堂

れ
小
木
曽
善
龍
貌
下
に
よ
り
開
闘

れ
る
。

つ
づ
き
、

菩
薩
戒
経
を
読
み
、

祖

亥

０

。

戎
念

一
味
は

わ
が
宗
次
の
信
仰
の
要
。

虚
舎
那
佛
か
ら
釈
迦
牟
尼
佛
…
法
然
上
人
、

西
山
国
師
、

浄
音
和
上
、

観
智
利
上
、

そ
し
て
現

在
に
い
た
る
祖
師
の
名
が
朗
々
と
し
た
声
で
読

み
上
げ
ら
れ
礼
拝
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

回
願

・

四
弘
誓
願

・

三
称
三
礼

・

下
化
十
念
の

あ
と
伝
戒
師

小
木
曽
善
龍

貌
下
は
退
堂

さ
れ
、

宗
務

総
長
鬼
頭
誠

英
師
が
開
閣

の
挨
拶
を
さ
れ
る
。

「只
△フ
、伝

戒
師
小
木
曽
善
龍
貌
下
の
開
閣
の

疏
の
奉
読
に
よ
り
、

五
日
間
の
授
戒
会
を
開
筵

し
ま
す
。

司
教
輔
で
あ
る
中
西
玄
薩
上
人
と
三

輪
真
明
上
人
の
お
二
人
が
説
戒
師
と
し
て
、

全

て
の
宗
派
に
共
通
の
「七
佛
通
戒
侶
」
諸
悪
莫
作

・
諸
善
奉
行

・
自
浄
其
意

・
是
諸
佛
教
そ
し
て
、

次
の
二
乗
浄
戒

①
す
べ
て
の
悪
を
作
さ
ず
、

②

善
を
実
践
し
、

③
他
者
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

実
現
す
る
。
と
十
重
禁
戒
を
授
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
生
命
を
尊
重
す
る
事
。

②
他
の
動
物

の
生
存
領
域
を
奪
わ
な
い
事
。

③
身
体
を
大
事

に
し
、

自
然
の
生
態
を
奪
わ
な
い
事
。

④
真
実

を
語
る
事
。

⑤
心
を
味

（く
ら
）
ま
さ
ず
明
晰

に
し
て
前
進
す
る
事
。

⑥
他
人
の
欠
点
を
咎
め

ず
に
完
全
さ
を
見
る
事
。

⑦
人
間
の
優
越
感
を

捨
て
て
自
然
と
の
同
等
性
を
さ
と
る
事
。

③
他

者
と
の
相
互
依
存
を
悟
り
、

他
者
に
対
し
て
寛

大
に
与
え
る
事
。

③
怒
り
を
捨
て
自
然
と
の
調

利
を
実
現
す
る
事
。

①

こ
の
宇
宙
と
い
う
宝
を

粗
末
に
せ
ず
、
も
の
に
対
す
る
親
密
さ
を
体
験

す
る
事
。

姿
婆
で
は
こ
の
三
乗
浄
戒
と
十
重
禁

戒
を
守
り
、

止
悪
修
善
を
実
現
す
る
事
は
難
し

い
の
で
す
。

そ
こ
で
、

十
二
門
戒
儀
の
儀
式
作

法
で
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

戒
体
は
お
念
佛
に

よ
っ
て
発
得
す
る
の
で
す
。

戒
を
保
っ
て
お
念

佛
に
励
む
こ
と
が
実
は
戒
念

一
昧
と
い
う
わ
が

派
の
信
仰
の
要
で
す
。

お
念
佛
の
功
徳
を
確
り

と
我
が
も
の
に
し
て
頂
き
、

無
障
碍
に
最
終
日

の
正
授
戒
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
す
事
を
念
じ

て
、

挨
拶
と
し
ま
す
。

」
法
然
上
人
は
蛤
は
式
を

と
き
て
人
に
授
け
、

後
に
は
教
え
を
み
め
て

ほ
と
け
に
な
さ
し
め
総
。

説
戒
は
授
戒
会
中
に
何
回
も
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
が
、

そ
の
内
容
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は

紙
面
の
都
合
上
む
つ
か
し
い
の
で
、

前
半
を
務

め
ら
れ
た
司
教
輔
の
中
西
玄
趙
上
人
に
、

戒
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
戒
と
は

「し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
消
極

鬼頭総長による開開の挨拶

わかりやすく丁寧にお説きになる中西玄薩師



的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、

「人
の
た
め
に
尽
く

す
と
い
う
積
極
的
な
実
践
を
勧
め
る
も
の
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「戒
香
薫
習
」
。

戒
の
実
践
を

誓
い
、

報
恩
と
懺
悔
の
心
で
多
く
の
人
の
幸
せ

の
た
め
に
生
き
ん
と
す
る
人
は
、

そ
の
徳
の
香

が
周
囲
の
人
の
心
に
染
み
こ
ん
で
い
く
影
響
作

用
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

戒
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

感
恩
と
感
動
と

感
謝
の
心
を
持

つ

口
二
感
王
」
に
な
る
こ
と
が

「生
き
て
身
を
蓮
の
上
に
宿
す
」
念
佛
者
の
人

生
な
の
で
す
。

』

後
半
部
分
を
担
当
さ
れ
た
司
教
輔
の
三
輪
真

明
上
人
は
次
の
よ
う
な
お
話
を
な
さ
い
ま
し
た
。熱烈に説かれる三輪真明師

！
強

宗
祖
法
然
上
人
は
久
安
三
年
公

一
四
七
）
比
ヵ

叡
山
で
叡
空
に
師
事
し
、

出
家

・
受
戒
。

叡
空

は
そ
の
師
良
忍
か
ら
、

良
忍
は
慈
覚
大
師
か
ら

伝
わ
っ
た
円
頓
戒
は
法
然
上
人
か
ら
西
山
国
師

に
、

そ
の
弟
子
浄
音
上
人
、

観
智
上
人
…
…
現

在
に
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
戒
を
法
然
上
人
は
、

戒
師
と
し
て
、

天

皇
や
貴
族
に
授
け
る
と
い
う
儀
式
的
な
面
だ
け

で
な
く
説
戒
と
い
う
法
話
を
し
て
、

新
し
い
信

者
を
増
や
し
専
修
念
佛
を
広
め
ま
し
た
。

そ
の

戒
と
は
、

梵
網
経
の
十
重
禁
戒
で
は
次
の
よ
う

に
あ
げ
て
い
ま
す
。

①
不
殺
生
戒
―
命
を
奪
う
―
命
を
よ
く
育
て

ん
と
す
る
教
え
②
不
倫
盗
戒

―
ご
ま
か
し
―

天
地
に
せ
び
る
、

自
然
に
求
め
る

③
不
邪
淫

戒

―
男
女
の
淫
ら
な
行
い
―

人
の
怨
恨
を
起

こ
す

④
不
妄
語
戒

―
不
信
に
お
ち
い
る
、

孤

独
に
な
る
ｌ
⑤
不
飲
酒
戒

―
理
性
を
狂
わ
す
、

乱
心
を
起
こ
す
―

過
ち
を
起
こ
す
手
引
と
な
る

⑥
不
誘
四
衆
過
戒

―
他
を
誘
る
、

争
う
―

自

己
中
心
主
義
、

自
分
を
失
う

⑦

不
自
讃
毀
他

戒
（口
業
）
―
利
己
主
義
、

貪
欲
、

人
を
悪
く
言

う
―
す
べ
て
を
失
う

③
不
樫
惜
加
毀
戒

―
真

理
に
遠
の
く
、

ひ
と
り
よ
が
リ
ー
頼
ま
れ
た
こ

と
は
慈
悲
を
も
っ
て
応
え
る
③

不
隕
憲
戒

―

立
腹
す
る
、

許
さ
ず
―
不
安
穏
に
な
る
、

恐
怖

す
る

①
不
誘
三
宝
戒

―
宗
教
を
誤
る
、

迷
う

愚
鈍
に
生
ま
れ
る
―
よ
く
尋
ね
る
（意
業
）
。
こ

れ
ら
が
大
乗
の
戒
律
に
定
め
る
十
種
の
重
要
な

禁
戒
で
す
。

法
然
上
人
は

「戒
、

性
無
作
な
る
仮
色
也
」

と
も
申
さ
れ

「事
の
つ
い
で
に
念
佛
の
こ
と
を

語
り
申
さ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
山
国
師
は

「戒
は
慈
悲
也
。

弥
陀
独
り
こ
の

徳
を
有
す
。

戒
は
之
れ
念
佛
也
。

弥
陀
他
力
の

本
願
を
戒
と
云
う
。

持
戒
清
浄
の
人
と
雖
も
戒

に
留
ま
っ
て
往
生
を
願
わ
ざ
る
は
破
戒
の
人
也
。

破
戒
、

無
戒
と
雄
も
極
楽
を
願
ひ
念
佛
を
修
す

る
者
は
持
戒
清
浄
の
人
也
。

念
佛
を
修
し
往
生

を
願
ふ
者
は
自
然
に
守
ら
る
る
也
。

」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

戒
に
つ
い

て
懇
切
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

贈
授
戒
の
回
向
と
説
戒
が
繰
り
返
さ
れ

「日

中
会
」
と
な
る
。

伝
戒
師
入
堂
の
あ
と
、

開
経

侶
、

癖
誓
傷
、　

一
尊
礼
、

啓
白
文
、

白
木
念
佛
、

特
別
回
向
、

回
願
、

四
弘
誓
願
、

三
称
三
礼
、

下
化
十
念
で
午
前
の
部
を
終
わ
る
。

昼
食
後
、

午
後
の
部
が
始
ま
り
、

調
読
を
終

え
た
あ
と
、触

香
、洒

水
、塗

香
を
し
て
、大

殿
に

入
堂
し
て
、

五
悔
を
読
む
。

維
那
が
句
頭
を
読

む
と
全
員
が
そ
れ
に
続
い
て
唱
利
す
る
。

過
去

の
自
己
を
内
省
し
、

自
ら
犯
し
た
罪
を
自
覚
し
、

こ
れ
を
悔
い
あ
ら
た
め
る
決
意
を
う
な
が
す
。

贈
授
戒
の
回
向
と
説
戒
と
が
く
り
か
え
さ
れ

た
後
、

伝
戒
師
が
入
堂
し
、

第

一
回
日
の
ご
親

教
が
始
ま
る
。
ご
親
教
が
終
わ
る
と
、

全
員
立

ち
上
が
り
念
佛
行
道
。

翌
日薩
行
道
戒
香
薫
習
」

で
行
道
を
お
え
て
着
座
。
日
没
会
を
修
し
て

一
日
を
終
わ
る
。

【第
二
日
】
　

開
開
以
外
、

第

一
日
に
同
じ
。

【第
二
日
】

か
た
り
み
て
己
を

知
る
べ
し
。職

悔
式
が
行

わ
れ
る
。

大
殿

よ
り
受
者
引
き

が
引
馨
で
受
者

を
引
接
し
念
佛

行
道
し
て
釈
迦

堂
前
ま
で
導
く
。

受
者
は
丁
子
を

口
に
く
わ
え
、

不安と緊張に包まれて行道

鬼
頭
宗
務
総
長
か
ら
白
蓮
を
い
た
だ
き
、

道
場

へ
入
堂
。

行
道
し
な
が
ら
説
戒
師
の
前
で

「障

罪
無
量
」
と
唱
え
て
説
相
箱
に
白
蓮
を
入
れ
る
。

同
時
に
説
戒
師
も
共
に
唱
え
て
馨
を
打
つ
。

殿
鐘
が
撞
か
れ
、

受
者
が
触
香
、

洒
水
、

塗

香
を
受
け
再
び
大
殿
に
入
堂
。

後
門
で
迎
え
銭

が
鳴
ら
さ
れ
伝
戒
師
を
迎
え
る
。

鬼
頭
宗
務
総
長
が
伝
戒
師
の
前
で
「広
職
悔
」

を
拝
読
。

垂
示
、

十
念
し
て
伝
戒
師
が
退
堂
さ

れ
る
。

【第
四
日
】

乱
れ
た

さ
を

と
り

の
ぞ
き
、

さ
身
と
も
に
清
ら
か
に
。

香
傷
、

三
宝
礼
、

四
奉
請
が
節
つ
き

で
読
ま
れ
、

心
経
、

洒
水
で
堂
内
が
清

め
ら
れ
、

「剃
度

の
疏
」
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
。

伝
戒

師
が
受
者
に
向
き
、

ご
親
教
を
述
べ
ら

れ
る
。

「略
職
悔
」

習
一帰
三
立ユ

「流

転
三
界
の
文
」を

一
旬

一
旬
受
者
が
復
唱
し
、十

念
が
授
け
ら
れ
る
。

再
び
、

「流
転
三
界
中
」
の

文
を
唱
え
な
が
ら
巡
道
す
る
。

説
戒
師
か
ら
洒

水
を
受
け
、

伝
戒
師
か
ら
お
剃
刀
を
受
け
、

宗

務
総
長
か
ら
袈
裟
を
授
与
さ
れ
る
。

三
衣

。
三

経

・
釈
文
が
授
与
さ
れ
、

巡
道
が
終
了
す
る
。

ご法主は一人ひとりに剃刀を当てられる



「戒品この時に於いて円満せん !」

【第
五
日
】

新
し
い
人
生
を

ひ
ら

く

た

め

に

念
佛
の
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

道
場
が
洒
水
、

降
蓮
さ
れ
、

要
文
が
唱
え
ら

れ
る
。

祖
師
礼
が
繰
り
返
さ
れ
、

「現
前
伝
戒

印
藤
購
却
忠
鄭
祖

隣
頭
脚
肪
繭
中
囃
能
求
鞠
ド

あ
げ
ら
れ
る
。

引
僧
師
に
ひ
か
れ
金
打
―
乞
戒

―
随
僧
―
伝
戒
師
―
講
師
―
垂
戒
の
順
に
入
堂
。

請
師

・
乞
戒
が
行
わ
れ
る
。

伝
戒
師
が
着
座
さ

れ
る
と
、

香
傷

・
三
宝
礼

・
四
奉
講
が
節
つ
き

で
唱
え
ら
れ
、

心
経

・
洒
水
で
堂
肉
が
清
め
ら

れ
、

伝
戒
師
が
表
白
文
を
厳
か
に
読
み
上
げ
ら

れ
る
。

終
わ
る
と
伝
戒
師
は
下
向
し
、

垂
戒
、

金
打
両
者
が
前
に
進
み
、

先
ず
垂
戒
が
受
者
に

向
か
っ
て
誘
み
、

次
に
金
打
が
読
み
終
わ
っ
て
、

受
者
代
表
が
鉦
鉛
を
打
っ
て
、

金
打
を
誓
う
。

十
二
門
戒
儀
が
始
ま
る
。

伝
戒
師
が
十
二

段
階
を
踏
ん
で
、

受
者
に
戒
を
授
け
ら
れ
る
。

一
、

開
導
　
一
一、
二
帰
依
　
一二
、

講
師
　
四
、

懺
悔
　
五
、

発
心
　
エハ
、

間
遮
　
七
、

正
授
戒

人
、

証
明
　
九
、

現
相
　
十
、

説
相
　
十

一
、

広
願
　
十
二
、

勧
事

十
二
門
戒
儀
を
終
え
て
、

受
者
巡
道
し
て
血

脈
が
授
与
さ
れ
る
。

受
者
が
登
壇
し
て
、

伝
戒
師
を
は
じ
め
大

衆
が
受
者
を
二
匝
園

続
す
る
。

贈
血
脈
譜

を
総
長
が
壇
上
で
捧

持
し
如
法
に
務
め
ら

れ
る
。

二
〇
〇
六
年
十
月
九
日
、

岡
山
誕
生
寺
を

出
発
し
て
、

二
①
①
九
年
二
月
八
日
、

神
戸

の
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

第
十

一
回
を
五
月
十
七
日
に
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
神
戸

で
発
生
し
た
た
め
、

や
む
な
く
中
止
し
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、

九
月
二
十
七
日
に
順
延

し
て
、
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
北
伊
丹
駅

ま
で
二
十

一
。
九
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。

伊
丹
か
ら
は
西
国
街
道
を
通
り
、

高
槻
、

水
無
瀬
と
歩
き
、

入
洛
し
て
久
世
ま
で
。
と

久
世
か
ら
京
都
市
中
を
通
り
修
学
院
ま
で
と
、

最
終
回
は
修
学
院
か
ら
、

比
叡
山
に
登
り
、

延
暦
寺
に
参
り
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
十

一
回
　
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
～
Ｊ
Ｒ
北
伊
丹
駅

２
０
０
９
年
９
月
２７
日

第
十
二
回
　
Ｊ
Ｒ
北
伊
丹
駅
～
Ｊ
Ｒ
高
棚
駅

２
０
０
９
年
１２
月
１３
日

第
十
三
回
　
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
～
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅

２
０
１
０
年
３
月
７
日

第
十
四
回
　
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
～
叡
山
電
鉄
修
学
院
駅

２
０
１
０
年
５
月
１６
日

第
十
五
回
　
叡
山
電
鉄
修
学
院
駅
～
延
暦
寺

２
０
１
０
年
１０
月
３
日

本
山
挙
げ
て
の
記
念
事
業

へ
の
取
り
組
み
／

法
然
上
人
の
教
え
を
胸
に
、

念
佛
す
る
歓

び
を
未
来
に
伝
え
よ
う
と
始
ま
っ
た
特
別
法

要

・
伝
道
、

い
わ
ゆ
る
お
待
ち
受
け
法
要
は
、

二
①
Ｏ
六
年
六
月
神
戸
か
ら
始
ま
り
、

二
〇

①
九
年
六
月
現
在
、

五
十
二
か
寺
に
及
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
十
月
に
兵
庫
県
で
、

来
年

一
月
に
滋
賀
県
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ

ま

で

に

実

施

さ

れ

た

御

寺

院

二
〇

〇

六

年

＝

阿

弥

陀

寺

・
末

慶

寺

・
休

務

寺

・

積

善

寺

・
常

楽

寺

・
真

如

寺

・
極

楽

寺

・
法

音

寺

・

常

林

院

・
地

蔵

院

・
浄

心

寺

二
〇

〇

七

年

＝

来

昌

寺

・
立

政

寺

・
善

光

寺

・
寿

琳

寺

・

玉

泉

院

・
安

泰

寺

・
安

養

寺

・
法

榮

寺

，
竹

林

寺

・

安

阿

弥

寺

・
天

性

寺

・
沼

貝

寺

・
善

来

寺

・
善

導

寺

・

法

然

寺

・
善

光

寺

・
安

井

合

佛

寺

・
西

寺

・
貿

樹

寺

・

太

秦

常

楽

寺

・
山

ノ
内

念

佛

寺

二
〇

０

八

年

＝

専

念

寺

・
若

王

寺

・
西

福

寺

・
稲

名

寺

・

中

堂

寺

・
正

福

寺

・
観

音

寺

・
護

念

寺

・
西

福

寺

・

西

方

寺

・
福

田

寺

・
大

蔵

寺

・
瑞

泉

寺

・
遊

心

寺

・

常

福

寺

工

０

〇

九

年

＝

大

覚

寺

・
善

導

寺

・
生

蓮

寺

・
諦

願

寺

〓

専

浄

寺

こ
れ

か

ら
実

施

さ

れ

る

御

寺

院

二
〇

〇

九

年

十

月

十

六

日

　

　

長

寿

院

十

月

十

七

日

　

　

延

命

寺

・
西

光

寺

十

月

十

八

日

　

　

蓮

華

院

・
西

光

寺

二
〇

十

０

年

一
月

二

十

二

日

　

善

勝

寺

，
西

光

寺

一
月

二

十

四

日

　

大

通

寺

「法
然
上
人
と
今
、

す
べ
て
の
い
の
ち
」
愛

知
大
会
は
、

今
年
十
月
五
日
（月
）
に
、

東
別

院
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

東
別
院
ホ
ー

ル
は
、

名
古
屋
市
中
区
の
名
古
屋
テ
レ
ビ
横

に
あ
り
、

客
席
数
、

四
百
五
十
席
の
中
ホ
ー

ル
で
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
岐
阜
大
会
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
大
会
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

京
都
大
会
は
平
成

二
十
二
年
十
月
十
三
日
（水
）
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「法
然
上
人
と
今
、

す
べ
て
の
い
の
ち
」
を

テ
ー
マ
に
、

第
二
回
の
法
然
上
人
へ
の
絵
手

紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

八
百
年
前
の
法
然
さ
ん
に
手
紙
を
出
す
と

い
う
仮
想
の
な
か
で
、

未
来
へ
の
想
い
を
語

っ
て
い
た
だ
く
も
の
。

自
分
の
望
み
、

願
い

悩
み
、

主
張
…
…
…
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

絵
手
紙
に
し
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
大
に
絵
手
紙
を
描
き
、

封
書
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

彩
色
、

画
材
自
由
、

絵

に

一
言
添
え
て
く
だ
さ
い
。

〒
住
所
、

氏
名

（振
り
仮
名
）
、

電
話

・

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

年
齢
、

性
別
を
明
記
。

な
お
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
賞
　
　
最
優
秀
賞

（
一
本
）
　

硯

優

秀

賞

貧

本
）

墨

佳
　
　
作

（十
本
）

筆

■
締
切
　
平
成
二
十

一
年
十
二
月
二
十

一
日

■
発
表
　
翌
年
二
月
　
入
選
者
に
通
知

■
応
募
先
　
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺

「法
然
上
人
８
０
０
回
大
遠
忌
」
事
務
局

発
行
所
　
お不
祖
法
然
上
人
８
０
０
回

大
違
忌
記
念
事
業
事
務
局

〒

六

〇

六

―

八

四

四

五
　

一示
都

市

左

京

区

永

観

堂

町

四

八

市
電
　
話

　

〇

七

五

‐

七

六

一
―

〇

〇

〇

七

Ｆ

Ａ

Ｘ

　

Ｏ

七

五

十

七

七

一
‐

四

二

四

三

Ｅ

メ

ー

ル

　

Ｎ
Ｏ
Ｄ
■

三

一

③

Ｏ
栗

い
う
ａ
ｏ
ｂ

Ｆ

一
〇

二
〇
〇
九
年
七
月

一
日
発
行


